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ＮＰＯ法人おおぎみまるごとツーリズム協会 

農泊受入マニュアル 

緊急連絡先一覧表 

■協会事務所：  字田港 1357-18（大保ダム学習資料館内） 

     （毎週 火曜日 休館日） 

電話０９８０－４４－１９６０／FAX ４４－１９６１ 

■事務局携帯： 

０８０－６４９４－８２２０（稲福） 

■警察：１１０ 

■消防：１１９ 



 

 

① 事前に配布する資料に記載されている集合時間までには確実に集合でき
るよう、余裕を持った行動をして下さい。 

 

② 使用する車両の乗車定員は守ってください。 

 

 

③ 送迎の際の車両は、出来るだけ整理整頓の行き届いた清潔感のある車両
を使用し、また、しっかりと整備された車両を使用するようにご協力願
います。 

 

 

④ 入村式、離村式の服装は清潔感のあるものでご参加ください。 
（島ぞうり及びスリッパは禁止です） 

 

※ 農家らしい服装は可とします。 

例：農作業服・長靴（ただし泥は落としてください） 

 

 

⑤ 入村式、離村式など一同に会する場所では、喫煙は控えるようご協力願
います。 

 

⑥ 飲酒・酒気帯での送迎は禁止とします。 

 

 

⑦ お土産はかばんに入る程度にしてください。もらえない生徒に不公平感
を与えないためです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 送迎時 

交通事故が発生した場合にはその場の状況を冷静に判断し応急処置が可能ならそれ

を行い、速やかに事務局・警察・消防に連絡をすること。 

また、緊急を要する場合は警察（１１０番）、消防（１１９番）にまず連絡をしてく

ださい。 

上記の事を守れない方には、受入を断る可能性もありますのでご注意ください。 



 

 

① 基本は、農業体験になりますので、終日体験の場合は、午前・午後で無
理のないように、民泊時には少なくとも２～３時間は農業体験をさせて
ください。 

 

② 農業以外の体験についても三線や方言または沖縄料理を教えたり、観光
スポット巡りや自然のなかでの体験（星座観察やホタル観察など）など、
大宜味村ならではの体験をさせてください。 
※村外、観光巡りは禁止とします（３村受入の場合は、３村のみ OK! ） 

○上記内容は、あくまでも一例です。詳細については受入家庭独自で考えた体験内容に

してください。 

○特に都会から来村する生徒にとってはやること全てが体験です。きっと感動が生まれ

るはずです。 

 ※長くつ・軍手は各民家さんで用意してください。 

 

③ 体験前の安全確認は確実に行ってください。 

例：パイン畑やミカン畑などのハブ又はその他の危険生物のいる可能性のある場所で

は生徒を入れる前に管理者が棒などで草むらを突いてハブなどがいないか確認する。 

 例：農機具を使用する際には、ネジのゆるみがないか安全チェックする。 

 例：農機に乗車させる場合には、必ず管理者が添乗して危険な運転がないようにする。 

 

○その他に危険な可能性があると判断した場合には必ずチェックしてください。 

 

④ 移動の際、トラックの荷台には絶対に乗せないでください。 
公道・農道に限らず荷台乗車は違反です。また、他県で移動中に荷台か
ら落ちて死亡した事例があり、たいへん危険ですので絶対にやらないで
ください。 

 

⑤ 生徒たちに海での遊泳及び膝下までの水辺遊び等も禁止といたします。
水難事故及びハブクラゲやその他の危険生物からの被害を事前に防ぐ為
です。（見るだけなら可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

②体験時 

交通事故が発生した場合にはその場の状況を冷静に判断し応急処置が可能ならそれ

を行い、速やかに事務局・警察・消防に連絡をすること。 

また、緊急を要する場合は警察（１１０番）、消防（１１９番）にまず連絡をしてく

ださい。 

上記の事を守れない方には、受入を断る可能性もありますのでご注意ください。 



 

① 寝室は、整理整頓の行き届いた清潔な部屋を確保してください。 

（寝室に限らず、自宅周辺や台所、玄関先、お風呂場・トイレ、その他の部屋も同様） 

○寝具は、人数分を用意してください。 

○４名受入の場合、６畳～８畳ほどの部屋が適当です。 

※ 家族紹介、緊急時（電話の設置場所）の確認等は忘れずに伝えてください。 

 

② 自宅での食事の際、出来るだけ沖縄料理を提供することと特に夏場、食
中毒の恐れがあるもの（生もの）などは控えるようにしてください。 

 

③ 料理も体験のひとつと考え、生徒達にも協力させてください。 

○沖縄料理の作り方などを教えるのもひとつの体験手法です。 

※ 食事は、受入家族も一緒に食べてください。 

 

④ 昼夜問わず子供達だけを残して外出しないでください。また、子供達だ
けの外出（散歩）もさせないでください。受入期間中は、どこへ行くに
しても必ず管理者が一緒に行動してください。 

  

⑤ 生徒が宿泊している間、双方の貴重品の管理をしっかりと生徒に指導を
行ってください。また、夜間の戸締まりもしっかりと行ってください。 

帰る時には、忘れ物がないか、しっかりと確認をお願いします。 

 

⑥ 就寝時間・起床時間は受け入れ家庭にお任せします。もし生徒が守らな
い場合には強く指導しても構いません。 

※就寝時間・起床時間は、事前に厳守する事を約束させてください。 

 

⑦ 受け入れ時は、飲酒禁止です。受け入れ家族はもちろん、親族・知人に
も生徒の前では飲酒させないでください。 
※ 夜間の民家どうしの交流は、禁止とします。 

⑧ 受入時には、飼い犬に対する接し方や犬の性格等を生徒に伝えて下さい。 

小動物（犬・猫・鳥等）に対するアレルギーの有・無も事前に生徒に確認して下さい。 

 生徒に動物アレルギーが発症した場合は速やかに事務局に連絡をとり、指示を仰いで下さい。 

 

 

 

 

③宿泊時 

交通事故が発生した場合にはその場の状況を冷静に判断し応急処置が可能ならそれを行い、

速やかに事務局・警察・消防に連絡をすること。 

また、緊急を要する場合は警察（１１０番）、消防（１１９番）にまず連絡をしてください。 

上記の事を守れない方には、受入を断る可能性もありますのでご注意ください。 


